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義経、北へ。

義経は源義朝の九男として出
生、牛若丸と名付けられました。
２歳のとき、平治の乱による父
の死とともに奈良へのがれ、そ
の後京都・鞍馬寺で育ちました。
元服した義経は、奥州藤原氏を
頼って平泉に下りました。この地
で兄である源頼朝の挙兵を聞
き、伊豆国へ馳せ参じると共に、
打倒平氏を目指すことになった
義経は、壇ノ浦の戦いに勝利し
て、ついに平氏を滅ぼしました。
その後、名声と法皇からの信用
が高まった義経は、武家政権の
確立を目指す頼朝にとってやっ
かいな「身内の敵」となりまし
た。頼朝は義経を朝敵とみなし、
義経は兄に追われる立場になり
ました。

頼朝の包囲網をかいくぐり、京
都を脱出した義経は、藤原秀衡
を頼り奥州平泉へ向かいまし
た。秀衡の死後、跡を継いだ藤
原泰衡は頼朝の密命を受け、衣
川の高館にいた義経主従を襲
いました。このとき義経は館に
火を放ち、妻子を道連れに自刃
し、最期のときを迎えたといわ
れています。しかし「義経北行
伝説」のストーリーは、ここから
始まるのです。

影武者を使って衣川を脱出した
義経たちは、人目の多い奥州街
道を避けて北へ進み、北上川を
渡って岩谷堂、大股、世田米、
宮古、八戸、青森へと下っていき

ました。蝦夷地へ渡る船場を探
していると、さらに海岸に沿って
北へ進むべきだと情報を得て、
ついに三　の地へとたどりつき
ました。義経たちはよろこびま
したが、龍飛の波は荒れ狂い、
行く手をはばみました。義経は
空高くそびえ立つ巨岩に登っ
て、三日三晩祈りをささげ、菩薩
の力をかりて荒れ狂う海を鎮め
ようとしました。
三日目の暁、義経の祈りが届
き、菩薩が現れました。菩薩は
「これに乗って渡るがよい」と、
義経に龍馬（翼が生えた馬）を
３頭与えました。岩の洞穴につ
ながれていた３頭の龍馬にまた
がって義経は龍飛の海を渡り、
無事に蝦夷地へ渡ることができ
ました。外ヶ浜町「三　」の地名
はこのことに由来しています。

日本史上ひときわ人気の高い人物である「源義経」。1189

年（文治5年）、兄である源頼朝の手により平泉の地で悲劇

の死をとげたとされる義経ですが、ここ外ヶ浜町三　地区

には、源義経が追撃をかいくぐって平泉を脱出、北へ向か

い龍飛崎を渡って蝦夷地（北海道）へ向かったという「義

経北行伝説」が伝えられています。義経一行が歩んだ足跡

をたどり、外ヶ浜町ゆかりの地をめぐります。

源義経
北行伝説

甲岩

帯島

義経が安全祈願のために、大切な甲
（かぶと）を沈めて海の神にささげた
とされる大きな岩です。

甲　

岩 

か
ぶ
と
い
わ

義経が北海道へ旅立つ際、帯を締め
なおしたと言い伝えられることから名
づけられました。津軽半島の最突端
にあります。

帯　

島 

お
び
じ
ま

円空が諸国遍歴の際、義経が祈った
岩の上で見つけた菩薩像を祭ったこと
に起因するお寺です。

義
経
寺 

ぎ
け
い
じ

義経の祈りによって現れた菩薩が与
えた龍馬が繋がれていたとされる３つ
の洞穴がある巨岩です。

　
　

石 

ま
や
い
し

松前街道龍馬に乗り、

海を渡る。
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龍飛駐車場
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食事処

凡例

作家・太宰治、棟方志功ゆかりの宿
「旧奥谷旅館」が観光案内所として
生まれ変わったのが、この龍飛館。太
宰が友人N君と過ごした部屋は、当
時の様子が再現されています。龍飛
岬観光のすべてがここにあります。

龍飛岬観光案内所
龍飛館

龍飛 TAPPI
Area

階段国道
339号

全362段、日本で唯一の階段国
道。もとは生活道路として利用され
ていましたが、1974年に国道に指
定。階段部分も整備される予定でし
たが、傾斜がきつく道幅も狭いため
整備は手つかずに。これを観光ス
ポットとして利用すべく、階段部分を
「階段国道」として整備しました。

青函トンネルの構想から完成までを
映像やパネル、立体モデルなどでわ
かりやすく展示。体験坑道では、海
面下140メートルの実際に作業坑と
して使われた一角を見学できます。

青函トンネル
記念館

津軽国定公園
龍飛崎
龍飛崎は津軽半島の最北端、津軽
海峡に突き出た岬。北海道の白神
岬とは津軽海峡を挟んで19.5kmの
距離があり、地下を青函トンネルが
通ります。晴れた日には津軽海峡を
挟んだ北海道まで見渡せます。

あの歌で有名な

龍飛岬のイメージは吹雪、寒い。

でも龍飛にも当然青い季節もある。

北の大地がすぐそこに見える。

この旅はなんだか

新しい発見がありそうだ。

TEL.0174-38-2301 / 8：40～17：00 /
入館料有料 / 11月～4月末休業（展示ホー
ルのみ臨時開館・要問合）

TEL.0174-31-8025 / 9：00～16：00 / 
入館料無料 / 休館日あり

津軽海峡
本まぐろ龍飛岬マツカワ

津軽海峡でとれる本
まぐろは、希少価値
が高く最上等種とさ
れ、高価格帯で取引
されています。

青函トンネルからしみ出る
海洋深層水で養殖。身が厚
く、程よく脂がのった美味
しい魚で、刺身やお寿司で
食べると最高の味わい。

食
の

逸
品
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海水浴場

三

平舘

蟹田

青森市
●

脇野沢
●

五所川原市
●

龍飛
三

至
龍
飛
崎

至今別

至中泊

駐車場

トイレ

食事処

凡例

●●

MINMAYA
Area

あじさいロード
約15,000本のアジサイが植えられ
ている、三　駅から龍飛崎の先端
までの約15キロメートルの区間に
わたる山間道路です。もともとは旧
三　村の村花であるアジサイを、地
元の人々が道ばたに植えたことに
始まります。毎年夏になると、龍飛
崎まで続く山道が青紫色に彩られ
ます。

半島最北端の町には、

津軽海峡の新鮮な海の幸が待っている。

本まぐろにイカにタコ。

これでもかと寿司を食べつくし、

お風呂に入って、今、至福の時。

スロートラベルは本当に忙しい。

みちのく松陰道
1852年、吉田松陰が津軽海峡の警
防状況を検分するために歩いた険し
いけものみちを、青森県が1998年に
松陰道として整備。三　地区算用師

義経海浜公園海水浴場
総合交流促進センター「かぶと」の裏
手に位置する海水浴場です。目の前
には、義経北行伝説で知られる「甲
岩（かぶといわ）」があります。すぐそば
には義経寺や　石があり、義経北行

伝説を辿る出発点としておすすめです。

ヤリイカ
刺身や寿司ダネとして生食に多く使
われますが、一夜干し、直火焼き、煮
付けでもおいしく食されます。

ミズダコ
身はお刺身で、吸盤は軽くボイルして
わさび醤油で。コリコリの歯ごたえが
たまりません。

食
の

逸
品

＜総合交流促進センター「かぶと」＞
軽食休憩コーナー・特産品販売コーナーあり
TEL.0174-31-7021 / 8：30～17：00 /
水曜日定休

橋から算用師峠を越えて中泊町の石
川長浜橋までの約10kmにわたって、
豊かな自然を満喫できます。

MINMAYA
Area
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平館灯台平館灯台

道の駅たいらだて道の駅たいらだて
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●
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三
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平館灯台平館灯台

道の駅たいらだて道の駅たいらだて

さい沼さい沼

松前街道松前街道

至蟹田・青森

駐車場

トイレ

食事処

凡例

平舘TAIRADATE
Area

松並木が美しい海岸沿いの街道を

南へずっと歩く。歩く。

歩き疲れた自分を見下ろすように、

真っ白な灯台がそびえていた。

ゆったりと時が流れる、町の公衆浴場で

“ちゃぽらっと”風呂を浴びる。

平館灯台
全国的にも珍しい国道沿いに立つ白
亜の灯台。明治32年にできた西洋式
灯台で、高さは23メートルあります。周
囲にはクロマツ並木や西洋式台場の
土濠が扇状に残っています。平舘海
峡を航行する船舶を100年以上にわ
たり見守ってきました。

さい沼付近一帯は、「丸屋形岳県
自然環境保全地域」に指定されて
おり、ブナ林の分布、クロサンショ
ウウオ、モリアオガエルなどの生息
繁殖地として非常に貴重な場所と
されています。東北自然歩道のハイ
キングコース上にあり、歩きながら
ゆっくり自然とふれ合うことができ
る最高の癒しスポットです。

さい沼松前街道
津軽国定公園入口にある、樹齢約
300年の老黒松並木の旧街道で
す。松前藩が参勤交代の道として
利用し、その名が付きました。歴史
的にも意義深く、外国船の侵入を
防いだ平舘台場跡などがあり、1km
に渡って続く松並木は、この地域の
強い東風（ヤマセ）から農作物を守
る役割も果たしています。

津軽国定公園内に位置し、海水
浴、ハイキングなどを楽しむ際の拠
点として多くの旅行者に利用されて
います。

道の駅たいらだて

ウニ 焼干し
新鮮な採れたてウニをご
飯の上にのせていただ
く。外ヶ浜の初夏、季節
限定のぜいたくです。

新鮮な魚を天日干しし、
炭火焼にこだわった貴重
な焼干しは、全国から人
気を博しています。

食
の

逸
品

＜センターハウス＞
TEL.0174-31-2211 / 宿泊施設予約受付
＜トイレ＞ 24時間利用可能
＜特産物販売所＞
10:00～16:00 / 食堂あり　　
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北
海
道
新
幹
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トップマストに隣接した海水浴場は
目前に陸奥湾が広がります。休憩所
２階「カンパーニュ」では地元産米
粉を使った「米粉しふぉんけーき」
等を販売しています。

観　山
海水浴場

蟹田KANITA
Area

風のまち交流プラザ

トップマスト
地上30mの展望台があり、陸奥湾を
一望できます。1Fにはカーフェリー乗船
券販売所、物産コーナーがあります。
2Fの「シェ・ロンフウ」では、地元産の
食材を活かした中華料理が好評です。

TEL.0174-22-3181 / 8:00～17:00
＜シェ・ロンフウ＞
TEL.0174-22-3905 / 11:30～16:00 /
月曜日定休 

入館料：無料 / TEL.0174-22-2577 /
9:00～16:00 / 年末年始・月曜休（祝日の
場合その翌日）

トイレ・シャワー完備 / 無料駐車場あり

世界遺産「大平山元遺跡」や晩期の
「宇鉄遺跡」、「今津遺跡」から出
土した土器や石器を展示。
また、大正・昭和時代の懐かしい
生活用具・農具なども展示されてい
ます。

大山ふるさと
資料館

蟹田駅前市場
ウェル蟹
「ようこそ、Welcome」という歓迎
の気持ちを店の名前に冠した市場。
地元の豊かな自然に育まれた野菜・
花・魚・肉・加工品を販売。新鮮か
つ安く手に入ると地元客にも評判
で、旬の食材を買い求める客でにぎ
わいます。ウェル蟹の前には観音様
があり世界平和を祈願しています。

TEL.0174-31-1112 / 7:30～18:00 /
不定休

文豪・太宰治はこの町を「風の町」といったそうだ。

潮風に身をまかせ、ゆっくり町を歩く。

駅前の市場では、名物トゲクリガニを求める客で

賑わっていた。天気がよければフェリーにのって、

下北半島への陸奥湾クルージングもいいかもなぁ。

トゲクリガニ
しろうお

ホタテ

津軽の春を彩る食材で
ある、「トゲクリガニ」と
「しろうお」。蟹田地区を
代表する美味です！

外ヶ浜町は県内有数の養
殖ホタテの産地として知ら
れています。たくさんの栄
養が含まれた海の恵みを
召しあがれ。

食
の

逸
品

駅前の観音様
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史跡「大平山元遺跡」は、令和3年7月、「北
海道・北東北の縄文遺跡群」の構成遺産の
１つとして世界文化遺産に登録されました。
氷期からのくらしの様子を探ることができる
遺跡であるとともに、今から1万５千年前に
使われていたとされる最古の土器片が発掘さ
れた場所を確認できる希少な遺跡です。
土器がどのようにして作られ始めたのか、い
つ縄文時代が始まったのか、という疑問が
解けるかもしれない歴史的価値が凝縮され
た地となっています。
ぜひ一度訪れてみて、ロマン溢れる日本最
古の歴史に思いを巡らせてみてはいかがで
しょうか？

「外ヶ浜町大山ふるさと資料館」の展示室
では、写真や解説パネルを用いて遺跡の内
容を説明しています。
遺跡で発掘された土器片は、縄による文様
がない「無文」であることが特徴的で、県重
宝に指定されています。その土器片や石器と
いった実物をみることができるなどガイダン
スの役割も行っています。

宿
泊

ゆったりとした時間が流れる外ヶ浜の宿。

あえて旅に急がず、時間を忘れて、のんびりと。

奥津軽のスロートラベルを満喫しましょう。

歩
く
旅
に

疲
れ
た
ら
、

ど
う
ぞ
ゆ
っ
た
り

心
と
身
体
を

ほ
ぐ
し
て
く
だ
さ
い
。

よさこいなどの楽しいス
テージイベントが催され
るほか、地元産の魚やホ
タテなど、外ヶ浜中から
美食が大集合し、旬の
味覚を堪能できます。

外ヶ浜町港まつり

7月
義経北行伝説が残る、
三　地区で行われるマ
ラソン大会。ゴール地点
では、義経一行が、完走
をお祝いしてくれます。

龍飛・義経マラソン

8月

※イベントの開催等は、年ごとに変更があります。詳しくは役場までお問い合わせください。

TEL.0174-31-1228（外ヶ浜町産業観光課）

ゆ

ら

り

湯

の

旅

おだいばオートビレッジ
東津軽郡外ヶ浜町字平舘田の沢
TEL.０１７４－３１－２２１１

ペンションだいば
東津軽郡外ヶ浜町字平舘太郎右エ門
沢１－１
TEL.０１７４－２５－２１３８

平舘不老不死温泉
東津軽郡外ヶ浜町字平舘根岸
湯の沢１３２－１
TEL.０１７４－２５－２６１１

中村旅館
東津軽郡外ヶ浜町字蟹田９４
TEL.０１７４－２２－２０４６

佐々木旅館
東津軽郡外ヶ浜町字蟹田中師
宮本２－３
TEL.０１７４－２２－２１０４

龍飛崎温泉 ホテル竜飛
東津軽郡外ヶ浜町字三　龍浜５４－２７４
TEL.０１７４－３８－２０１１

龍飛崎シーサイドパーク
東津軽郡外ヶ浜町字三　龍浜５４
TEL.０１７４－３８－２７４１

龍飛旅館
東津軽郡外ヶ浜町字三　中浜１１０
TEL.０１７４－３７－２６６６

東津軽郡外ヶ浜町字平舘根岸湯の沢１５０
１０：００～２１：００
毎週月曜日
８月１３日・８月１６日・１２月３１日・１月１日　
有

［ 住 　 所 ］
［入浴時間］
［ 休 館 日 ］

［ 駐 車 場 ］

湯の沢温泉ちゃぽらっと
天然温泉

東津軽郡外ヶ浜町字下蟹田４３－２
１０：００～２１：００
毎週木曜日
１月１日　
有

［ 住 　 所 ］
［入浴時間］
［ 休 館 日 ］

［ 駐 車 場 ］

ぽっぽ湯
人工温泉

よしつねの湯
人工温泉

東津軽郡外ヶ浜町字三　新町１００－１
１０：００～２0：００
毎週火曜日／１月１日　    ［駐車場］有

［ 住 　 所 ］
［入浴時間］
［ 休 館 日 ］

悠久からつづく歴史をじっくりと巡る。

おばあちゃん、おじいちゃんより

ずーっと昔の話。

今の自分に繋がるものを求めて、

遺跡を歩いたり、遺物を見たり。

ちょっとオトナになった気分。

史跡大平山元遺跡
TEL.0174-22-2577（大山ふるさと資料館）/9:00～16:00
年末年始・月曜休（祝日の場合その翌日）

大平山元遺跡おお だい やま もと縄文時代のはじまりを示す
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三沢

大間

仏ヶ浦
龍飛崎

青函トンネル

至函館

脇野沢

五所川原

鰺ヶ沢

深浦

青森

十和田

弘前

黒石

中泊

野辺地

蟹田

新青森

むつ

平舘
奥津軽

いまべつ

八戸

三
外ヶ浜町

外ヶ浜町

龍飛崎

●
小泊

●
中里

●
市浦

蟹田

平舘

三

奥津軽
いまべつ

外ヶ浜町に

ズームイン！

外ヶ浜町

外ヶ浜町

凡例

新幹線

JR

国道

路線バス

フェリー

凡例

新幹線

JR

国道

路線バス

フェリー

外ヶ浜町へのアクセス

●蟹田タクシー
TEL 0174-22-2113
フリーダイヤル 0120-391-881

●（有）蟹田観光タクシー
TEL 0174-22-3399
フリーダイヤル 0120-054-915

●（有）奥津軽観光
TEL 0174-35-3581

タクシー

奥津軽いまべつ駅～大山ふるさと資料館前～大平山元遺跡駐車場～津軽中里駅前
TEL 0174-31-0205 / https://www.noriai-taxi.jp
※電話またはWEBでご予約ください。

愛乗タクシー（事前予約制乗合タクシー）

むつ湾フェリー株式会社　TEL 0174-22-3020
http://www.mutsuwan-ferry.jp ※むつ湾フェリーに関する詳細は、

   むつ湾フェリー株式会社HPでご確認ください。

４月21日～１１月５日の期間

 蟹田発 脇野沢着  脇野沢発 蟹田着

１便 9:20 10:20 ２便 10:50 11:50

３便 14:00 15:00 ４便 15:30 16:30

〈運航期間と時刻表〉

カーフェリー

蟹田（津軽） → 脇野沢（下北）…………………………1時間

路線バス

蟹田駅 → 平舘（元宇田） ………… 45分
三　駅 → 龍飛 …………………… 30分

JR

＜新幹線＞
東京 → 奥津軽いまべつ ……………………3時間30分
新函館北斗 → 奥津軽いまべつ ……………………50分
東京 → 新青森 ………………………………3時間10分
八戸 → 新青森 ………………………………………30分

＜特急＞
秋田 → 青森（奥羽本線） ……………………2時間45分

＜普通＞
青森 → 蟹田（津軽線） ………………………………30分
蟹田 → 三　（津軽線） ………………………………40分

※路線バスに関する情報につきましては、
　役場までお問い合わせください。

外ヶ浜町総務課
TEL.0174-31-1111

＜路線バスの乗降車方法＞

路線上でバスを見つけます。

手を挙げると

バスが止まります。

●●
まで

運転手に

行き先を伝えます。

目的地付近で

バスが止まります。

1

2

3

4

Thank
you

ピンクバス ワゴン車

レンタカー

JR 駅レンタカー
＜場所＞
JR奥津軽いまべつ駅隣接の
「道の駅いまべつ」内
TEL 0174-31-5020
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